
■人口 312,857人［10月末日現在（前年比−511）］ ■火災件数 ９件［10月分（前年比−３）］ ■交通事故件数 894件［10月分］
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出生率アップ！〜国への緊急アピール〜 サイクル・スポーツ・フェスティバル

皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、先日開催された「第３

回全国ファミリー音楽コンクール
ｉｎよっかいち」についてお話をし
ます。
全国屈指の産業都市である本市

が、魅力と風格を備えた都市とし
て発展していくためには、産業活
力に加え、文化力の創造と発信が
必要不可欠だと思います。
この音楽コンクールは、そうし

た考え方に基づき、総合計画に掲

げる「みんなが誇りを持てるまち
四日市」の実現に向けてスタート
した目玉事業の一つです。「家族」
と「絆」をテーマとした、大変ユ
ニークな音楽コンクールで、今年
で３回目の開催となりました。
北は北海道から南は宮崎県ま
で、全国各地から70組の応募があ
り、予選審査を通過した15組が文
化会館に集い、魅力あふれる演奏
を披露してくれました。
家族ならではの温かく楽しいパ
フォーマンスに、会場は大きな感
動に包まれ、見事グランプリを受
賞したのは、本市から出場のご家
族でした。

司会を務めていただいた青島広
志さんの軽妙なトークと共に、広
く全国に四日市の文化力を発信す
る機会として、ぜひ継続していき
たいと考えています。
近い将来、全国有数の音楽コン
クールに育てあげていくため、皆
様のご理解とご協力をお願いいた
します。

第３回全国ファミリー音楽コンクール
ｉｎよっかいち

四日市市長
田中 俊行

全国市長会「少子化対策・子育て支援に関する研
究会」の座長として、提言書を取りまとめ、このた
び、有村内閣府特命大臣（少子化対策）、平内閣府
副大臣（地方創生）、村木 厚生労働事務次官に面会
し、要請をしてきました。
この提言書では、子ども医療費の無償化、保育料
負担の軽減、産科・小児科等の医師確保など、国全
体の制度改革を求めると共に、自治体が地域の実情
に合った子育て支援対策を実施できるよう、大胆な
規制の緩和や権限の移譲などを要請しています。
このように、国と地方自治体が役割分担をしなが

ら、危機感を持って出
生率アップに取り組む
ことが、喫緊の重要課
題だと思います。

スポーツの秋、今年も全国から多くの若きサイク
リストをお迎えして、「四日市サイクル・スポーツ・
フェスティバル（全国ジュニア自転車競技大会）」を
開催しました。
記念すべき第10回目となった今大会は、過去最高

となる514人の選手がエントリーし、鈴鹿山麓に広
がる緑豊かな茶畑や里山を背景に、全国トップレベ
ルの熱いレースから補助輪をつけた可愛いレースま
で全20レースが展開されました。
2020年の東京オリンピック、2021年の三重国体
に向けて、本大会で競い合ったジュニア世代の選手

たちが、日本
の代表的な選
手として大き
く羽ばたいて
くれることを
期待していま
す。

田中市長と
有村内閣府特命大臣（左）

グランプリを受賞した「Ｓｗｉｎｇｇｉｒｌｓａｎｄａｂｏｙ」




